
第９号様式（第 15条関係） 

令和 年  月  日  

 

 宿泊業における人材確保育成支援事業事務局 御中 

 

                                             所 在 地 

                    申請者 名  称 

                        代表者職・氏名           

 

宿泊業における人材確保支援事業費補助金（事業者用）実績報告書 

 

 令和 年  月  日付けで交付決定通知のあった標記補助金に係る事業を下記のとおり

完了したので、宿泊業における人材確保支援事業費補助金（事業者用）交付要綱第 15条第１

項の規定により報告します。 

 

記 

１  補助事業の概要 

補助事業のテーマ  

実施期間 年  月  日～   年  月  日 

補助対象経費（事業費総額）  円 

補助金交付決定額（採択時）  円 

補助金交付申請額（事業完了時）  円 

 ※補助金交付申請額（事業完了時）は補助金交付決定額（採択時）を上限として、補助対象経費（事業

費総額）に2/3をかけて、1,000円未満を切り捨てて算出します。 

２ 連絡担当者 

所属名  職 名  

氏 名  電 話  

ＦＡＸ  E-mail  

 

３ 添付書類 

  (1) 事業成果報告書（別記第９号様式 別紙１） 

  (2) 収支決算書（別記第９号様式 別紙２） 

  (3) 補助対象経費の支払いが確認できる書類（領収書、通帳の写し等） 

  (4) 事業の実施が確認できる書類（写真等） 

  (5) その他事務局が必要と認める書類 

交付決定通知書の右上の日付を 

ご記入ください。 

申請時と同様の内容を 

ご記入ください。 

 

提出日をご記入ください。 

申請時のテーマを転記してくだ

さい。事業成果報告書と同じテ

ーマになっているかご確認くだ

さい。 

実際の事業実施期間をご記入くださ

い。開始日が交付決定日以降、終了日

が令和 9 年 2 月 26 日以前となって

いるかご確認ください。 

交付決定通知書の採択時の金額 

収支決算書の補助金交付実績額 B の金額 

収支決算書の補助対象経費 A の金額 

連絡担当者欄は、必ず申請事業者の担当者

を記入してください。（行政書士やコンサル

タント等の支援者・代理人の氏名は記入し

ないでください。） 



第９号様式 別紙１ 

  

 

令和８年度宿泊業における人材確保育成支援事業 

（宿泊業における人材確保支援事業費補助金） 

事業成果報告書 

1 申請者の概要  下記の必要事項に記入をして、□は該当項目に☑を入れてください。 

フリガナ  

申請者名(企業名等)  

所在地 
〒 

 

代表者職・氏名 （役職）          （氏名） 

電話番号  メールアドレス  

担当者名  担当者電話番号  

申請者の事業概要

・主な業務内容等 

 

 

 

業歴・規模等 
創業後（    ）年経過 

開業1年未満 事業者（  ヶ月） 

従業員数 

（      ）人 

資本金 

（         ）万円 

消費税の適用に関

する事項 

☐課税事業者  ☐免税事業者  ☐簡易課税事業者 

※申請時から変更があった場合、下記にチェックを入れてください。 

☐変更あり 

今回申請する事業

で他の補助事業と

重複申請している

事業の有無 

 

※実績報告時 

他事業結果待ちの

場合 

☐無  ☐応募（申請中【採択見込み予定時期 R８年・R９年（  ）月】） 

※他事業で不採択または辞退された事業は無にチェックを入れてください。 

※他事業で採択され、事業を進める場合は事務局にお知らせください。 

令和８年度補助事業名： 

テ ー マ ： 

 

※応募中の場合、事業計画書を添付 

 

 

 

 



 

２ 事業計画 ・結果 

※事業実施を踏まえて、申請時の計画と比較しながら記載してください。 

⑴補助事業のテーマ 

※補助事業の目的や内容等を50文字以内で記入してください。 

※取組概要が具体的に分かるように記入してください。 

 

 

 

 

 

 

⑵事業の内容・実施結果 

 

例）〇月〇日 ○〇を実施し、〇〇の成果があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交付申請書（第 1 号様式）の補助事業のテーマと統一さ

れているかご確認ください。 

■実施後、具体的な状況及び結果 

 

ポイント① 

交付申請時に提出した計画の概要を記載してください。 

 

ポイント② 

交付申請時に提出した計画に対して、実際はどのような

進捗・結果になったのかを記載してください。 

（図・グラフ・写真等を適宜利用して具体的かつ定量的に） 



⑶事業実施により得られた

効果、また今後事業を継続

する中で期待される効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※当初の事業計画に記載した「補助事業実施により期待される効果」に対して、実際に

得られた効果を定量的に記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■交付申請時の「期待される効果」と補助事業実施結果 

 

実施結果を受けて、検証・分析を行い、得られた効果、

今後期待される効果はどのようなものであるかを記載し

てください。 

 

ポイント① 

補助事業によって達成した結果を受けて、得られた効果

を具体的に記載してください。 

（図・グラフ・写真等を適宜利用して具体的かつ定量的に） 

 

※「改善効果が見られた」「大幅に削減した」など、 

数値やグラフが一切なく、抽象的な場合、再作成をお願

いする場合があります。 

 



⑷事業実施後の課題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施したことで生じた新たな課題・改善点 

 

実施したことで見えてきた課題や改善点を記載してくだ

さい。 

また、その課題・改善点に対してどのような対策を練っ

ているかを記載してください。 

 



⑸今後の取り組み方針等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施したあとの方針 

 

実施結果・課題を踏まえ、今後どのように取り組んでい

くかを、具体的かつ定量的に記載してください。 

 



 

⑹事業の数値計画の修正 別紙１の２のとおり 

※記載スペースが足りない場合には、適宜スペースを追加して記載してください。 

 



第９号様式 別紙１の２

区分 項目 入力値 単位 記入の考え方

採用活動 接触人数 人
説明会参加者数・広報・SNS・求人媒体・説

明会案内等で情報が届いた人数

採用活動 応募者数 人
実際に応募・問合せ・面談等につながった人

数

採用活動 採用人数 人 今回の取組により採用した人数

現在

（取組前）
現在の従業員数 人 現在勤務している人数

現在

（取組前）
現在の欠員数 人 現時点で不足している人数

現在

（取組前）
現在の欠員率 % 欠員数÷（従業員数＋欠員数）で自動計算

取組後 取組後の従業員数 人 採用後に見込まれる従業員数

取組後 取組後の欠員数 人 取組後も不足が残る見込み人数

取組後 取組後の欠員率 % 欠員数÷（従業員数＋欠員数）で自動計算

※黄色セルのみ入力してください（欠員率は自動計算されます）

※従業員数は、パート・アルバイトを含んだ数を記載してください

令和８年度宿泊業における人材確保育成支援事業費補助金

【人材確保支援事業用　数値計画】
黄色部分の人数のみ記入してください。

（現在の欠員率と取組後の欠員率は自

動計算されます）

現在の従業員数・欠員数の欄は、

申請時（取組前）の人数を記入してく

ださい。



第９号様式　別紙２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申 請 者
名 称

１　支出明細書 （金額単位：円）

単価 数量 単位

※1,000円未満切り捨て

※請求書や領収書等の挙証書類と突合できるよう備考欄に番号を記入し、挙証書類にも対応する番号を明記してください。

※経費区分には、募集要項別紙1の「補助対象経費」の中から選択し記入してください。

※行が足りない場合は、適宜挿入して記入してください。

※全て消費税抜き（小数点以下は切り捨ててください）で計上してください。

※補助金交付申請額（B)は補助対象経費（A)に補助率（2/3）を掛けて、1,000円未満を切り捨てて算出します。

   ただし、Bが補助金交付決定額（採択時）を上回った場合は、Bは補助金交付決定額（採択時）としてください。

収支決算書

補助対象経費　A　　

補助金交付申請額　B（A×2/3）

事業
区分

経費区分 内容
積算

金額 備考

人
材
確
保
の
取
組

「経費区分」は以下の

項目をプルダウンで

選択してください。

・広告宣伝費

・専門家の招へい経費

・研修費

・人材紹介手数料

・運搬費

・その他

具体的な経費の内容が分か

るように品目名を記入して

下さい。

※「〇〇一式」といった記

入は再提出となります。ご

注意ください。

税抜金額を記入して

ください。 税抜金額を記入し

てください。
（単価×数量）

※単価と数量を入

力すると自動計算

されますが,誤り

がないかご確認く

ださい。

証憑には番号を付

け、備考欄にその

番号を記入して、

紐づけできるよう

にしてください。

・すべての対象経費について、証拠書類（領収書や通帳の写し等）が添付されているかご確認ください。

また、支出明細書と証拠書類の品目名や金額が一致しているかをご確認ください。

・専門家の招へい経費や研修費を計上した場合、研修等報告書の提出が必要です。

記入してください。



申 請 者
名 称

２　収支決算書

自己資金

借入金

補　助　金
(B)

その他

合　　計
(D)

人材確保の取組
(A)

合　　計
(C)

  ※全て消費税抜き（小数点以下は切り捨て）で計上してください。

　※収入の合計（D）と支出の合計（C）が一致するように記入してください。

　※A～Dは入力不要です。（支出明細書から自動転記）

　※備考欄には、その具体的な内容等（借入金の場合は金融機関等）を記入してください。

支
出

（単位：円）

項   目 金　　額 備      考

収
入

自動入力されますが、誤りがないか確

認してください。

借入金で対応する場合は、備考欄に融資を受けた金融機関等

を記載してください。

自動入力されますが、誤りがないか確認してください。

自動入力されますが、誤りがないか確認してください。

(Ｄ)は,(Ｃ)と同じ金額になるようにしてください。

（Ｄ＝Ｂ＋自己資金もしくは借入金）

自動入力されますが、誤りがないか確認してください。

自動入力されますが、誤りがないか確認してください。

収入合計(Ｄ)が、支出合計(Ｃ)と同じ金

額になるように、自己資金もしくは借入

金を記入してください。

（Ｄ＝Ｂ＋自己資金もしくは借入金）


